       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     幕府の作り方教えます
２．単元目標      （１）武士のおこりの多様性と、その政治的社会的背景を知る。

　　　　　　　　　（２）鎌倉幕府の成立の意味を当時の政治社会状況を背景に考える。

３．単元の指導観  武士といえば「戦争の専門家」というイメージがあるが、これは江戸時代に戦国武士を理想化したものである。実際には武士の発生は、古代秩序が変化し，律令国家の統制が緩む中で，様々な職業の有力者たちが、自己の様々な権益を守るために自衛武装した結果であり、武士は様々な職業の人々からなっていた。そして鎌倉幕府の成立とは、このような武士たちが、王朝国家の権力から地域的に自立し、独自の社会勢力として発展していく道筋の最初の一歩であった。この武士の発生と自立の過程の意味を、「荘園制の成立」「天慶・承平の乱」「郡司･百姓らによる国司の解任」「天皇位をめぐる王族･貴族の闘争」などの歴史的事件の相互関係を押さえながら考えていきたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
武士って何屋さん？
１武士の日常生活について絵巻をもとに考える。

２武士の屋敷の場所を知り、なぜ交通や水利の良いところに屋敷があるかを考える。

２
貴族の驚き－おれたちに逆らうやつがいたの？

（天慶・承平の乱１）
１武士の力が貴族を驚かした最初の事件「平将門の乱」の資料を読み、事件の全体像を知る。

２貴族は将門のどのような行動を反乱と見たのか？

３なぜ将門は国府をおそい、国司を追放したのか？

（土豪と伴類は将門に何を期待したのか）

   →国司の横暴を止めて欲しかった

３

４
（天慶・承平の乱２）

―荘園制の成立・国司の横暴と武士の発生―
１国司の仕事と誰がなったかを確認する。

 （国司＝下級貴族、上級貴族との大きな収入差、家格が決まっている）貴族の出世コース

２国司はなぜ横暴になったのかを考える。

３摂関家の収入の背景を知る（荘園制の成立・国司任免権）

  

５
武士を侍と呼ぶのはなぜ？

（天慶・承平の乱３）

―敗北の原因を探り、利権を守る対策を考えるー
１武士には様々な呼び方があることを知る。

２侍とよぶのは武士たちが中央貴族の護衛をする家人だったということを資料から知る。

３なぜ武士は中央貴族の護衛役になったのだろう。

　　―貴族の強さを再確認し、土豪たちが自分の権益を守るための

　　　行動であったことを理解する－

４荘園の寄進の仕組みと意味を確認する。

  

６
末法の世と阿弥陀信仰の流行
１末法の世とは何か

２阿弥陀信仰とは何か（他力という名の自力救済思想の発生）



７
なぜ武士の頭である清盛が太政大臣になれたのか？
保元･平冶の乱で貴族の支配からの自立の必要を意識する。

・保元・平治の乱とは王権をめぐる権力闘争

・権力闘争は武士を動員しないと解決しない

　→武士が自信をつける

・清盛が政権を握ったことで武士たちの意識はどのように変わ

　ったのだろうか？

８

９
平氏倒すべきか？倒さざるべきか？
平氏打倒シュミレーション

平氏は武家の棟梁であり王朝の守護者であった。
日宋貿易の促進などの政策をとった。

王権と姻戚関係を結ぶ。滋子・徳子

後白河法王を幽閉

全国の荘園の過半数を知行国化し、平氏一族をもく大として派遣し、国々を直接支配。一族を高い貴族の地位につける。

以仁王の令旨



１０
武士にとって鎌倉幕府って何？
・鎌倉幕府ができるまでの流れ

・将軍、幕府って武士にとって何？何をしてくれるの？

・稲毛三郎のエピソード

問注所・守護・地頭

１１
将軍暗殺！ゆれる鎌倉幕府
・初期幕府政治史年表の提示

・なぜ将軍は暗殺されなければならなかったのか？

・御家人（土豪）はなぜ共同謀議をしたのか？



１２
承久の乱シュミレーション
・初期幕府政治史年表を使いながら後鳥羽上皇の情勢判断を中心に解説

・院宣と「いざ鎌倉へ」の命令のどちらに従うか？



５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます①

１．本時の目標　　①絵巻の武士の屋敷の図から、武士の日常生活を想像し、武士の仕事を考える。

　　　　　　　　　②武士の屋敷がある場所から，武士の役割を考える。

２．本時の指導観　武士といえば戦争のﾌﾟﾛとのみ考えがちだが、彼らには、生産者でありその管理者であるという側面がある。絵巻の武士の屋敷の図や武士の屋敷がある場所などをヒントに、武士の生活者としての側面に注目させ、武士の仕事（闘い）と武士の役割（荘園の管理）にずれがあることに気づかせ、武士の発生の多様な背景があることを示唆し、この単元の導入としたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

武士の家から見た武士の日常生活

り

武士の家はどんな場所にあるのだろう。

武士の役割を知る


写真から武士の暮らしを考える。

武士が日常的に戦に備えていることを理解する。

武士の日常生活をもとに推理する。

（敵から守りやすいような山の上などが出てくるか？…・）

班で話し合いわかったことをノートに記入する。

意見を発表する


資料集の武士の屋敷の資料を見せ、馬小屋・馬場・鷹狩・矢倉門などに注目させる。

教科書ｐ６６に注目させ、村の中の交通や水利の良いところにあることを指摘する。

（場所を具体的に説明するー地図資料―稲毛三郎の館）

武士は、税の管理・都や国府への運送、交通路への課税や、村の水利の管理などを行っていることを確認する。

武士と農民がどうして結びついたかが今後の課題であることを示しまとめる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます②③

１．本時の目標　　①武士の実力が都の貴族僧に衝撃を与えた「平将門の乱」の経過を学ぶことを通じ

　　　　　　　　　　て、将門と伴類（農民）とのつながりや、将門と土豪とのつながりを知る。

　　　　　　　　　②将門が伴類や土豪のどのような願いを受け止め、その実現のために何をしたかを

　　　　　　　　　　知り、彼らの共通した生き方・考え方を知る。

２．本時の指導観　武士の発生を抽象的に学ぶのではなく、戦争のプロとしての武門貴族と土豪や農民との結合を、「将門の乱」という歴史的事件の分析を通じ、具体的につかませたい。そしてそこでの農民・土豪・武門貴族の生き方や考え方をつかむことにより、以後の学習において、彼らの立場に立ったシュミレーションを行う基礎としたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

・奈良平安時代の実力者とは誰か？

・将門の乱


既得の知識をもとに奈良・平安時代の実力者が天皇・貴族であったことを確認する。

資料を読み将門の乱を知る

貴族は将門のどのような行動を反乱と見たのかを考える。

既得の知識をもとに問いに対する自分たちの考えを班で討論しノートに書く。
・全国から税を集められるしくみがあったことを押さえる。

都の天皇・貴族に対する最初の反乱であることを押さえる。

国府を襲い、国府の倉の財物を分配し国司を追放したことに注目させる



将門の考えを推測する


自分たちの意見を発表する
将門は誰のために国府を襲ったのかを注目させる。

（土豪・伴類の国司排除の要求が背後にあることに気付く）

国司の横暴の実態を知る
資料：尾張国郡司・百姓らの下文を読み国司の横暴の実態を知る。


余分にとった税を国司が横領したことに気付かせる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます④

１．本時の目標　　①律令制のゆるんだ時期の国司の実態を知る 

                  ②平安時代の貴族の実像を知る。

２．本時の指導観　  将門の乱は、土豪や民が由緒正しきつわものである将門を頭にいただいた国司への反抗であった。律令制のゆるんだ奈良後期以降、国司の役は中央政界で出世の難しい受領たちに残された収入源であり、荒稼ぎの場となるケースが多かった。貴族間の格差は荘園の成立とその公卿への集中が背景にある。この時期に頻発する地方の貴種を頭にいただいた土豪たちの反乱はこのような国司の横暴に対する反対行動であり、同時に貴族の政府への反対意識を先鋭化させていく。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

国司ってどんな人？

国司はなぜ武士・土豪・農民に襲われたのか。

下級貴族の哀歓を知る


既得の知識を使いその身分や仕事を確認する。

既得の知識を使い国司が何をして恨まれたかを確認する。

既得の知識をもとに班で討論し問いに対する自分の考えをノートに書く

自分たちの考えを発表する

資料「家柄で決まる貴族の出世」を読み下級貴族の気持ちを確認する。

中央での出世の難しさに対する憤りが下に対して向けられていることに気づく。
資料集ｐ２９を使い、国司は下級貴族で、上級貴族に比べ格段に収入が少ないことに注目させる。

資料集ｐ４０尾張の国郡司百姓解文を使い、国司の悪政を具体的におさえる。

国司が税を私物化していることに注目させる

国司の任免権が上級貴族とりわけ藤原摂関家にあつまっていることを補足する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます⑤

１．本時の目標　　①武士が上級貴族の侍であったことを知りその理由を考える。

                  ②上級貴族に富と権力が集中した荘園制について知る。

２．本時の指導観　  武士は上級貴族の侍＝護衛役をつとめていたが、それは自らの土地への利権や配下の土豪や農民の利権を守るために国司の徴税や介入を阻止するために上級貴族の力を借りるためのものでもあった。武士が上級貴族の侍をつとめた理由を考えることを通じて、上級貴族に権力と富が集中していく「荘園制」のしくみとその意味の理解を深めたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

平安時代に最も大きな力を持っていたのはだれだろう？

武士と貴族はどんな関係にあったのだろう？

荘園制度のしくみとその意味
既得の知識を使い、天皇・貴族が大きな力を持っていたことを確認する。

既得の知識をもとに考える。

武士は上級貴族の護衛役であったことを知る。

班で討論し、わかったことをノートに記入する

自分の考えを発表する。

資料から、荘園制度のしくみと、それが武士たちの土地の利権を守る意味があったことをしる。
資料集ｐ３７の資料をつかい、その収入の大きさと、国司の任免などの力を持っていたことに注目させる。

資料：貴族を護衛する武士を提示する

「武士・土豪・農民はだれと戦っていたか」「護衛をするかわりに上級貴族から武士は何を得たのだろう」がポイントであることを示唆する

資料：領地を上級貴族に寄進する武士・土豪を提示する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます⑥

１．本時の目標　　①阿弥陀信仰とりわけ浄土宗が武士の間に広まった理由を考える。

                  ②上の過程を通じて、古代から中世への転換期の様相をつかむ。

２．本時の指導観　  阿弥陀信仰の広まりは従来は末法思想の流行と関連付けてとらえられてきた。しかしそのなかでとりわけ法然からはじまる浄土宗は、来世での極楽往生をとくだけではなく、念仏をとなえ阿弥陀仏に帰依することで現世での心の平安をも指向しており、これは古代秩序が崩壊する過程で生まれつつあった、「自力救済」の傾向の思想的表現でもあった。悪人の極楽往生の伝説から武士が出家する心情を追体験するとともに、出家はせずとも持仏堂を家の中に建てていた武士たちの心情を推理することで、時代の転換期の様相をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

武士の館にはどんな建物があったか？

浄土宗の悪人正機説

武士はなぜ仏に祈るのだろうか


既得の知識を使い、武の館には持仏堂があることを確認する。

班で討論し、わかったことをノートに記入する

自分の考えを発表する。

説明を聞く

「出家せずに自宅で仏に祈った武士はどのような気持ちで何を祈ったのか」を各自考えノートに記入する。

発表する。
資料集ｐ４８の絵巻を見せ、当時の状況を確認する。

資料：悪人往生を提示する

（罪悪を重ねたものでも往生できることにポイントあり）

源大夫は自分が「悪人」であると考えていたこと、そんな生活に自信を持ってはいなかったことに着目させる。

教科書ｐ６８を使って説明する

資料集ｐ４８の絵巻を提示する

「武士はなにを仕事にしていたか」を想起させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます⑦

１．本時の目標　　①なぜ武士の貴族に対する意識が変わってきたのか？。

                  ②この問題を王権の正統性をめぐる争い＝保元平治の乱が武士たちの武力によってのみ決着した事実をふまえて考える。

２．本時の指導観　  長い間貴族の侍となっていた武士が、政治の表舞台に登場したのは保元平治の乱である。鳥羽の死によって王権内部の矛盾ははじけ武力の発動を持ってしか解決しない状況となった。崇徳上皇・後白河天皇の兄弟の正統争いとしての保元の乱。ワンポイントリリーフとしての後白河と正統王権と見とめられた二条との父子間の王権のめぐる争い＝平治の乱が勃発した。この戦乱で功績のあった平清盛と後白河は急速に結びつき、後白河・平滋子の間に生まれた高倉を正統王統とすることでいったんは貴族の政治は安定を得、清盛は王統をささえる軍事貴族であり天皇の姻戚として政治の実権を握った。この過程で政治の表舞台に登場した武士勢力にどのような意識の変化が生じたのか。ここを考えたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

貴族・武士・農民の地位関係を確認する

王権をめぐる争いを知る


既得の知識を使い

1 武士は下級貴族の国司に税を搾り取られる存在だったこと。

2 武士は領地を国司から守るため有力貴族の護衛＝侍になっていたこと

を確認する。

各自の意見をノートに書く

自分の考えを発表する

各自の意見をノートに書く

自分の意見を発表する


カードを使って視覚的に復習をする

資料：殿下の乗合を提示する

平安時代における貴族と武士の関係が意識のめんにおいて逆転していることに着目させる。

資料：保元平治の乱を提示する。

王権の正統性も貴族の地位も武士の武力のおかげであることに着目させる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
幕府のつくりかた教えます⑧
１．本時の目標　　１ 平氏の政権構想を知る。
                  ２ 武士たちの決断を追体験し、彼らにとっての理想の政治像をつかむ
２．本時の指導観　 平治の乱に勝利した平氏は王朝と姻戚関係を結び、清盛は太政大臣となり平氏一族は隆盛を極めた。また都を福原に移し日宋貿易を盛んにするなどの政権構想を示した。しかし後白河上皇との確執から上皇を幽閉する。この事件の後、以仁王が平氏追討の令旨を下し、武士たちは平氏に従うべきか、平氏を討つべきかの選択を迫られる。本時は平氏の政権獲得から以仁王の令旨が出るまでの動きを追いながら、当時の武士たちの情勢判断と決断を追体験し武士にとっての理想の政治とは何かを考えさせるきっかけとしたい。
３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

・前時までの復習
平氏政権の政治を知る。
武士にとっての平氏政権
以仁王の乱

・平治の乱の後、平氏が政治の実権を握ったことを確認する。
（地位を確認）
以下を教科書などで確認。
・天皇家と姻戚関係を結ぶ→ 権力の強化
・院政を停止し後白河法皇を幽閉する
・平氏一族ばかりが高い位につく
・全国の半分を知行国とし平氏一族の者が国司となり、その家来が代理人として地方の武士・農民から税をとる。
・今の神戸港を整備し日宋貿易を盛んにする。
自分が武士なら平氏の政治をどのように思うか？
自分の意見を発表
・以仁王の令旨を読む
・グループで討論し、決断とその理由を書き発表する
・この乱の結果を知る

・平清盛が武士としてはじめて太政大臣になったことを確認
・多くの武士が平氏に従うことになったことを確認
資料・以仁王の令旨を提示
・乱は失敗するが、以後各地の武士たちが平氏打倒に立ち上がることになったことを説明する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
幕府のつくりかた教えます⑨
１．本時の目標　　１ 鎌倉幕府のしくみを知る
                  ２ 鎌倉幕府はなぜ必要になったのかを考える
２．本時の指導観　 平氏を打倒していくなかで頼朝は東国における独自の支配機構をつくり、東国を基盤とする独立国家を志向する豪族的武士たちの支持を得つつ、王朝からの独立の姿勢を見せる。しかし、最終的に頼朝は征夷大将軍に任ぜられることで、鎌倉幕府を王朝の一機関として妥協をはかり日本国の主導権の実質をえる道を選ぶ。この時間はこれまでの国の社会と鎌倉幕府支配の社会のしくみを比べながらなぜ御家人となった武士たちにとって鎌倉幕府が必要だったのかを考えさせたい。
３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

鎌倉幕府の成立過程
東国王権のしくみ
御家人と将軍の関係
・教科書を使いながら、幕府の諸機関や守護・地頭が置かれていく過程と機関や職の意味を知る。
・これま社会のしくみとくらべながら、鎌倉幕府支配の社会のしくみの特徴をとらえる。
・自分の考えをノートに書き発表する。
・稲毛三郎重成のエピソードを読む
・鎌倉幕府は御家人に何をしてくれるのかを確認し、頼朝と御家人たちが御恩・と奉公の関係で結ばれていたことを知る。
・これまでの社会のしくみと鎌倉幕府支配の社会のしくみを図を簡単に説明
・このしくみのもと武士の多くが頼朝に従い御家人となったことを確認する。
資料・稲毛三郎重成と鎌倉幕府


４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます⑩

１．本時の目標　　①なぜ源氏将軍家はつぎつぎと御家人によって殺されたのかを考える。

                  ②この問題を通じて、幕府とは武士にとって何であったかをつかむ。

２．本時の指導観　  源氏将軍は次々と不可解な死を遂げる。朝廷・天皇の圧力に屈した頼朝は、天皇との姻戚関係を求めるなど朝廷よりの動きをとった跡、不可解な死を遂げた。その子頼家は、有力御家人によって政治力を制限され、抵抗した挙句に殺された。弟実朝は、後鳥羽上皇の側近との姻戚関係をもとに朝廷と深く結びつき、朝廷との結びつきの深い御家人を重用した。これは幕府の力を弱めることを意味しており、危機を感じた有力御家人によって暗殺された。この謎の多い出来事を幕府成立後の諸事件を追いながら推理することを通じて、この事件の背景に幕府の力によって自分の土地支配を守ろうとする、御家人たちの苦闘があったことに気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

武士が頼朝に従ったのはなぜだったのか

源氏将軍の死のなぞを探る

①頼朝のしていることを御家人はどう見ただろう

②頼家はなぜ殺されたのか

③実朝はなぜ殺されたのか


既得の知識を使い

武士の土地支配権を貴族から守ってくれる

からであったことを確認する

頼朝のしていることは、だれと同じでだれの利益を守っているかを考える

頼家のやりかたのどこが御家人に不満なのかを考える

実朝はだれとつながり、だれの利益を守ろうとしているのかを考える

各自の意見をノートに書く

班で討論する

自分の意見を発表する
鎌倉幕府のしくみの図をつかい視覚的に確認をする

資料：鎌倉幕府成立後の諸事件を提示し将軍が次々に不可解な死を遂げることを告げる

頼朝の動きがかっての平氏とおなじであることに気づかせる

有力御家人の領地をへらし自分の力を強めようとしたことに対立の原因があることを気づかせる

実朝が朝廷・貴族よりになって幕府の力を弱めようとしたことが原因であることに気づかせる



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

幕府のつくりかた教えます⑪

１．本時の目標　　①後鳥羽上皇の院宣に従うのか従わないのかを考える。

                  ②この問題を通じて、幕府とは武士にとって何であったかをつかむ。

２．本時の指導観　  源氏将軍は次々と御家人に殺される。その背景には幕府の自立を阻止しようとする院・貴族と幕府の自立をはかろうとする御家人との将軍をめぐるあらそいがあった。将軍実朝の死に直面した後鳥羽院は、攝津長江・倉橋両荘の地頭職の解任を命令し、北条義時にそれを拒否されるや、攝津守護大内頼茂を攻めて殺し、さらに京都守護伊賀光季をも攻め殺した。そして北条義時を討てとの院宣を出した。承久の乱である。この後鳥羽上皇の院宣に従うのか従わないのかを討論することを通じて幕府とは、そして天皇とは武士にとって何であったのかを確認して行きたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

御家人たちはなぜ将軍を次々と殺したのか

この状況を幕府をつぶすチャンスと考えたのはだれか

後鳥羽上皇の動きを知る

承久の乱の実際の展開を知る


既得の知識を使い

武士の土地支配権を弱め貴族の力を強めようとした

からであったことを確認する

左の問いを考える

資料を読み、後鳥羽上皇の幕府をつぶそうとする動きに立ちふさがったのは北条義時であったことを確認する

資料を読み各自の意見をノートに書く

班で討論して「武士団」としての意見をまとめる

各班の意見を発表する

多くの武士が幕府側に立ち、闘いに勝利して幕府の力は西国に広がったことを知る
この過程で御家人内部にも対立が起きていたことを補足する。

幕府の存在を快く思っていなかったのは誰かを想起させる

資料：後鳥羽上皇と幕府を提示する

　　　　　

資料：後鳥羽上皇の院宣を提示する

教科書ｐ６４・６５を使用

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


なぜ武士の屋敷は村の中の交通や水利の良いところにあるのだろう











君が武士なら以仁王の令旨に対してどのような決断をするか？





多くの武士が御家人となり頼朝にしたがったのはなぜだろう？





　　　　　頼朝の死の本当の原因は？　病死か？他殺か？





　　　　　後鳥羽上皇の命令に従うのか、従わないのか？





　　　武士の貴族に対する意識が変わって来たのはなぜだろう





　この話では貴族のトップの摂政を武士たちはどう思っているのか





　なぜ源大夫は突然坊さんになってしまったのだろう士は上級貴族の護衛やくになったのだろう？





　なぜ武士は上級貴族の護衛やくになったのだろう？





なぜ国司は税を多く取ったり自分の物にしたのだろう





なぜ将門は国府を襲い、国司を追放したのだろうか？








